
はこだて十人十色トレインナーレ+1 プレスリリース 
 

本展事務局 紀 あさ (080-3318-5466) 
 
企画名 はこだて十人十色トレインナーレ＋１  

(はこだてじゅうにんといろとれいんなーれ ぷらすいち)  
 
会期 2017 年 3 月 21 日(火)～4 月 3 日(月) (木曜定休)  入場無料 
場所  ギャラリー三日月（040-0056 函館市弥生町 23-1）（0138-87-0787） 
WEB  http://shinhakodate.com/    (新函館.com) 
 
主催  hakodate+ (はこだてぷらす)  
住所  〒040-0056 函館市弥生町 23-1 みかづき工房内 hakodate+  
電話  080-3318-5466 (本展事務局：紀あさ)   メール temawashi@gmail.com  
後援  函館市・函館市教育委員会 
 
コンセプト 
「はこだて十人十色トレインナーレ」は昨年の 3 月、北海道新幹線の函館までの開業にあわせ、函館ゆ

かりの、様々な分野の十名を超える表現者たちにより、その瞬間に寄せる思いを形にしました。 
それから、一年が経ちました。３月 26 日、函館は新幹線から一周年を迎えます。 
２月 19 日は函館初の国内ＬＣＣ就航、３月 11 日は津軽海峡フェリー新造船のデビュー。 
空と海、レールに繋がるこの街。一周年をどう見つめるのか。 
北海道新幹線の開業時に、そんな時代をアートでどう綴るのかに挑戦した、はこだて十人十色トレイン

ナーレの一年後、＋１です。 
 
作品紹介 
会場の一階では、紀あさ(写真家)による、札幌と函館の間でこの一年間で消えた 6 駅で出会った人のポー

トレートを展示します。札幌延伸までの 14 年間で、これからいくつの駅が思い出に変わるでしょうか。

作品には駅ノートのような文章を沿え、半澤孝平(詩人)が次に駅に訪れた人のように言葉を継ぎます。 
 
二階では、安田祐子(画家)による、北海道各地で描かれた空の絵を展示します。地で何かが変わっても、

見上げれば空があるように、階段を上って見る空に、私たちは何を想うでしょうか。 
 
報道向け事前公開 
会期前日 3 月 20 日(祝)の 18 時ごろから、会場を事前にご覧になっていただくことが可能です。この時

間は、紀あさと安田祐子が在廊予定です。(半澤は当日都合が合えばおります) 
 
どうぞ宜しくお願いいたします。 

mailto:temawashi@gmail.com

